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保健予防課事業概要 
 

１ 結核予防事業 

船橋市の結核新登録患者数は107名（平成23年）で、罹患率は人口10万対17.5と前

年より減尐が見られ、全国の罹患率 17.7 を下回ったものの千葉県の罹患率 16.3 に比較

すると依然として高い。 

保健所では結核患者数、罹患率の減尐に向けて以下のような事業を行っている。 

患者発生時には速やかに患者を訪問し、患者指導及び情報収集、調査を行い感染の疑

いがある者に対しては結核接触者健康診断を実施している。治療の必要な患者には、適

正な医療の普及を図り、申請に基づき医療費の公費負担を行っている。また、結核患者

に確実に抗結核薬を服用させることにより結核のまん延を防止すると共に、多剤耐性結

核の発生を予防するため、地域 DOTS 支援（直接服薬支援）事業として、保健師や DOTS

支援員による訪問DOTS、訪問できない患者に対しては薬局DOTSを導入し、個々の患者に

合わせた服薬支援を行い、治療の完遂に努めている。 
 

２ 感染症予防事業 

平成11年 4月に施行された「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律」に基づき、感染症の予防及びまん延防止のための事業を実施している。 

感染症発生動向調査事業については同法第三章による施策として、感染症発生情報の

収集と分析、公開することを目的とした事業として位置づけられており、医療関係者の

協力のもと患者情報をオンラインシステムで登録している。 

また、3類感染症に伴う調査を21件、その他施設内発生に伴う調査を22件実施し、ま

ん延防止対策に努めた。 

麻しんは平成 22 年 11 月の国の通知により、可能な限り検体を確保し千葉県衛生研究

所にてPCR検査を実施することとなり、各医療機関の協力のもと継続して実施している。 

 

３ エイズ予防事業 

後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針に基づき、HIV感染の予防と早期発

見による早期治療と感染拡大の抑制に努めている。 

千葉県の患者・感染者の届出・報告数は1,054人（2011年までの累計数)であり、全国

第5位となっており、感染の予防・早期での発見が重要となっている。 

啓発事業として、正しい知識の普及啓発を推進するため、船橋市エイズ講習会等講師

派遣事業を開始。希望のあった学校等を対象に、講師を派遣した。また、市内高等学校

学園祭等での啓発活動を実施している。HIV抗体検査については、月2回の即日検査、う

ち 4 回は休日検査を実施するとともに検査日に併せてエイズカウンセラ－による相談を

実施している。 
 

４ 肝炎ウイルス検査事業 

  全国の肝炎持続感染者はB型が110万人～140万人、C型が200万人～240万人と推定

されるが、感染時期が明確でないことや自覚症状がないことが多く適切な時期に治療を

受ける機会がなく本人が気づかないうちに肝硬変や肝がんへ移行する感染者が多いこと

が問題となっている。 

  保健所では肝炎ウイルスに感染リスクを有する者、受診機会のない市民を対象に肝炎
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ウイルス検査を実施し、潜在している感染者を早期発見できるよう努めている。陽性者

は早期治療につながるよう医療機関を紹介している。また肝炎等に関する相談業務も実

施している。 

５ 難病療養相談支援事業 

  難病で療養中の患者、家族を対象に、窓口・電話・訪問での相談支援や、関係機関と

連携をとりながら療養者の状況やニ－ズに応じた支援を行っている。また、地域の保健

師や看護師等を訪問相談員として委嘱し、訪問支援を行っている。「療養者のつどい」、

医療相談等を企画、実施している。 

千葉県特定疾患治療研究事業、千葉県先天性血液凝固因子障害等治療研究事業、千葉

県特定疾患介護手当支給事業等千葉県実施の事業に係る窓口業務や、それに伴う事務処

理を行っている。特定疾患医療受給者数は3,476人、重症認定者は461人（平成24年 3

月末現在）となっている。 
 

６ 原子爆弾被爆者援護事業 

  地方自治法に基づく千葉県知事の事務処理の特例及び協定により認定申請受付や被爆

者手帳の交付、各種手当支給申請の窓口業務を行うほか、保健所を会場にした原子爆弾

被爆者健康診断を年2回実施している。 

 

７ 女性のための健康支援事業 

  女性特有のからだやこころの悩みについて「女性のための健康相談」を開設し、同時

に電話でも気楽に相談できるよう専用電話による相談を開設している。 

 

８ 精神保健福祉事業 

    市民の精神保健の向上、精神障害者の福祉の推進を図るため、精神保健及び精神障害

者福祉に関する法律に基づく相談、訪問を実施するとともに、24条等通報の受理対応や

精神障害者社会復帰事業、普及啓発や家族支援事業など各種事業を展開し、入院届等の

事務、成年後見申し立てや利用支援事業等を行っている。 

  そして精神障害への正しい知識の普及のため、当課が事務局となり船橋市精神保健福

祉推進協議会による各種住民啓発事業を実施している。 

また、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に基づく精神障害者保健福祉手帳及

び障害者自立支援法に基づく自立支援医療（精神通院）制度の申請受付と交付等の経由

事務を行っている。 
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１ 結核予防事業 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づき、結核患者の登録

管理、医療費の公費負担、服薬支援、健康診断、指定医療機関の指定等の業務を行って

いる。 

 

(1)登録者の年次推移  

                                                       （卖位：人） 

年 

区分 
平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 

管 内 人 口 584,215 591,720 602,150 609,081 610,434 

新 登 録 患 者 数 141 151 112 118 107 

罹 患 率 

(人口10万対) 
24.1 25.5 18.6 19.4 17.5 

年末時登録者数 280 289 310 288 282 

有 病 率 

(人口10万対) 
15.9 18.6 12.1 14.4 11.8 

結 核 死 亡 者 数 7 4 2 5 6 

結 核 死 亡 率 

(人口10万対) 
1.2 0.7 0.3 0.8 1.0 

 

 

(2)新登録患者数（活動性分類別） 

                                                               （卖位：人） 

区分 

 

 

 

 

年 

活動性結核 罹

患

率 
(

人
口
十
万
対) 

喀

痰

塗

抹

陽

性 

肺

結

核

罹

患

率 
(

人
口
十
万
対) 

潜
在
性
結
核
感
染
症 

(

別
掲) 

総

数 

肺結核活動性 肺

外

結

核 

総

数 

喀

痰

塗

抹 

陽

性 

そ

の

他

の 

結
核
菌
陽
性 

菌

陰

性 

そ

の

他 

平成21年 112  84 45 31  8 28 18.6 7.5 42 

平成22年 118 100 41 37 22 18 19.4 6.7 40 

平成23年 107  84 38 30 16 23 17.5 6.2 43 
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(3)新登録患者数（年齢階級別） 

                                                                （卖位：人） 

区分 

 

 

 

年 

総

数 

0 5 10 15 20 30 40 50 60 
70 

歳

以

上 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

4 9 14 19 29 39 49 59 69 

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 

平成21年 112 1 － － 2 13 10 13 20 19 34 

平成22年 118 － － － 2  9 19 15 13 21 39 

平成23年 107 － － － 1 12 13 12 13 21 35 

 

(4)年末現在登録者数（活動性分類別） 

                                         （卖位：人） 

区分 

 

 

 

 

年 

登

録

者

総

数 

活動性結核 不

活

動

性

結

核 

活

動

性

不

明 

有

病

率 

（
人
口
十
万
対
） 

潜
在
性
結
核
感
染
症 

（
別
掲
） 

肺結核活動性 肺

外

結

核 

総

数 

喀

痰

塗

抹 
陽

性 

そ

の

他

の 

結
核
菌
陽
性 

菌

陰

性 

そ

の

他 

平成21年 310 56 27 23  6 17 225 12 12.1 73 

平成22年 288 60 26 20 14 14 192 22 14.4 100 

平成23年 282 57 27 20 10 15 179 31 11.8 121 

 

(5)年末現在登録者数（年齢階級別）  

                                                             （卖位：人） 

区分 

 

 

 

年 

総

数 

0 5 10 15 20 30 40 50 60 
70 

歳

以

上 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

4 9 14 19 29 39 49 59 69 

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 

平成21年 310 1 － 3 3 35 44 38 53 49 84 

平成22年 288 1 0 3 2 27 47 40 43 51 74 

平成23年 282 － － － 3 29 41 44 38 50 77 
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(6)結核医療費公費負担診査状況（37条の 2） 

                                     （卖位：件） 

区分 

 

 

年度 

総数 被用者 国保 後期高齢 生保 その他 

諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 

平成21年度 212 212 72 72 65 65 35 35 21 21 19 19 

平成22年度 198 197 90 89 50 50 33 33 22 22  3  3 

平成23年度 195 194 86 86 52 51 41 41 15 15 1 1 

 

 

(7)結核入院勧告診査件数（20条 1項） 

                                      （卖位：件） 

区分 

 

年度 

総数 被用者 国保 後期高齢 生保 その他 

諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 

平成21年度 39 39  7  7  9  9 11 11 11 11 1 1 

平成22年度 42 42 11 11 12 12  8  8 10 10 1 1 

平成23年度 42 42 16 16 14 14  7  7  5  5 - - 

 

 

(8)結核入院勧告延長診査件数（20条 4項）  

                                          （卖位：件） 

区分 

 

年度 

総数 被用者 国保 後期高齢 生保 その他 

諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 諮問 承認 

平成21年度 104 103 15 15 30 30 23 23 31 30 5 5 

平成22年度  76  76 19 19 31 31 10 10 14 14 2 2 

平成23年度  75  75 26 26 35 35  8  8  6  6 - - 
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(9)精密検査(管理検診)実施状況   

                                                （卖位：人） 

区分 

 

年度 

対 象 

者 数 

受 診 

者 数 

胸部Ｘ

線撮影 

喀痰検査者 検診結果 

塗抹 培養 要医療 要観察 
異常 

なし 

平成21年度 247 205 205 28 28 － － 205 

平成22年度 469 379 379 36 31 1 1 377 

平成23年度 510 401 401 37 36 1 － 400 

保 健 所 

 

79 79  1  1 － －  79 

委 託 分 221 221 36 35 1 － 220 

そ の 他 101 101  －  － － － 101 

 

 

(10)接触者健康診断実施状況 

                                        (卖位：人) 

区分 

 

 

年度 

対象

者数 

受診

者数 

ツ反 

検査 

QFT 

検査 

胸部 

Ｘ線 

検査 

喀痰検査 健診結果 

塗抹 培養 要医療 
発病の

おそれ 

潜在性

結核感

染症 

異常 

なし 

平成21年度 1,287 1,228 15 486 1,202 2 1 9 8 34 1,177 

平成22年度 1,390 1,272 6 319 1,189 2 2 4 13 15 1,240 

平成23年度   977   893 101 297   682 2 2 3 5 29   856 

保 健 所 
 

  697  17 293   565 － － 3 3 29   664 

委 託 分   196  84   4   117 2 2 － 2 －   192 

 

 

(11)定期健康診断実施状況  

                                             (卖位：人) 

区分 

 

年度 

対象 

者数 

受診 

者数 
受診率 

間接撮

影者数 

直接撮

影者数 

喀痰検

査者数 

検査結果 

発見患

者 数 

患 者 

発見率 

平成21年度 331,315 108,661 32.8% 17,505 91,156 5 6 0.006% 

平成22年度 138,764 74,863 53.9% 13,833 61,030 3 6 0.008% 

平成23年度 148,327 81,092 54.7% 14,973 66,119 20 5 0.006% 

内      

訳 

事業者 17,350 16,257 93.7% 5,342 10,915 15 1 0.006% 

学 生 9,150 8,764 95.8% 8,738 26 － － － 

施 設 1,840 1,719 93.4% 250 1,469 5 1 0.058% 

市町村 119,987 54,352 45.3% 643 53,709 － 3 0.006% 
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(12)結核患者管理・支援状況 

①結核患者個別支援状況 

登録された結核患者について、早期の治療終了に向けて入院中の院内面接、

家庭訪問等により個別支援（DOTS）・指導を実施した。 

 

    

②船橋市地域DOTS支援事業 

ア．地域DOTSカンファレンス（個別支援計画の策定） 

患者の通院治療開始時期に併せてDOTSサ－ビス内容について検討する。 

船橋市では独自のリスクアセスメント票により患者の治療中断リスクを評

価し、支援内容を決定する指針にしている。 

 

個別支援計画のリスク別内訳 ※潜在性結核感染症含む 

開催回数 リスクランク 
ＤＯＴＳカンファレンス 

検討者数 

月1回診査会終了後実施 

12回／年 

Ａタイプ   1 

Ｂタイプ  44 

Ｃタイプ 132 

その他  23 

計 200 

(注) Ａ：原則毎日DOTSを要す 

Ｂ：週卖位の支援を要す 

Ｃ：月1回程度の連絡確認 

その他：転院等により地域ＤＯＴＳを開始しなかった患者 

 

イ．DOTS支援員派遣事業 

在宅で療養している結核患者に保健師、看護師、薬剤師が家庭訪問による服

薬支援を行う。 

 

支援員派遣の実際 （支援員数：各年度末現在） 

区分 

年度 
支援員数 

患 者 数 

（実人数） 

DOTS実施回数 

（延べ回数） 

平成21年度 12人 66人 348回 

平成22年度 15人 72人 380回 

平成23年度 13人 49人 345回 

 

区分 

年度 

病院内面接・家庭訪問 電    話 保健所内面接 

実人数 延べ件数 延べ件数 延べ件数 

平成21年度 118人 337件 1,197件 318件 

平成22年度 143人 529件 1,174件 370件 

平成23年度 170人 717件   679件 349件 
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ウ.薬局 DOTS 

薬局にて薬剤師がDOTSを行う「船橋市薬局DOTS」を平成19年 9月から開始し

た。 

区分 

年度 
薬局数 

患 者 数 

（実人数） 

DOTS実施回数 

（延べ回数） 

平成21年度 27件 65人 284回 

平成22年度 23件 59人 242回 

平成23年度 21件 50人 225回 

 

③コホ－ト検討会（平成22年 1月～12月登録患者） 

目 的：全結核患者の治療終了後、治療成績を評価し、また脱落・中断患者の

検討を行うことにより支援の強化を図る。 

開催日時：平成23年  7月  7日（木）17：00～18：00 

平成 24年  1月 19 日（木）17：00～18：00 

評価内容：治療成績評価、治療状況評価（受療状況、治療中断のリスク） 

     保健師による支援評価（初回面接、退院前訪問、在宅服薬確認） 

構成員：有識者、保健所長ほか保健所職員   
 

治療成績 

区分 

年 

対象者

数 
治癒 

治療 

完了 
その他 死亡 

治療 

失敗 

脱落 

中断 

治療 

成功 

平成21年 131人 27.5% 36.6% 26.7%  9.2%   0%   0% 64.1% 

平成22年 119人 25.3% 37.3% 17.6% 11.0% 3.3% 5.5% 62.6% 

平成23年 121人 20.3% 45.6% 21.4%  7.8%   0% 4.9% 66.0% 

 

④結核病床を有する医療機関との連携会議  

結核の入院病床を有する「化学療法研究所附属病院」と「千葉東病院」とのDOTS

カンファレンスに参加し、患者の治療終了に向けて、退院後の問題点等を共有した。  

化学療法研究所附属病院：11回／年  

千葉東病院ああああああ：13回／年 

 

 

   

⑤結核定期病状調査事業  

結核患者について、その治療状況、病状の経過、菌情報等を定期的に医療機関よ

り報告を受けることで、治療成功、管理の完結を見届ける。調査件数 38名 
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２ 感染症予防事業 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に基づき感染症の発

生・拡大への対策を行っている。 

 

(1)新感染症・１類感染症届出数  

発生なし 

 

(2)２類感染症届出数 

                                       (卖位：人) 

    区分 

年度 
総 数 急性灰白髄炎 ジフテリア 

重症急性呼吸

器症候群 
結 核 

平成21年 124 － － － 124 

平成22年 116 － － － 116 

平成23年 113 － － － 113 

 

(3)３類感染症発生届出数  

                         (卖位：人) 

    区分 

年度 
総 数 

腸管出血性大腸

菌感染症 
コレラ 細菌性赤痢 腸チフス パラチフス 

平成21年 16 15 － 1 － － 

平成22年 11  9 － 2 － － 

平成23年 18 17 － 1 － － 

 

(4)３類感染症発生に伴う健康調査並びに検便実施状況 

         (卖位：調査人、検便件) 

    区分 

 

年度 

総数 
腸管出血性 

大腸菌感染症 
コレラ 細菌性赤痢 腸チフス パラチフス 

調査 検便 調査 検便 調査 検便 調査 検便 調査 検便 調査 検便 

平成21年 1161 27 1161 27 － － － － － － － － 

平成22年  77 41  67 28 － － 10 13 － － － － 

平成23年  57 44  40 33 － － 12  6 － － 5 5 
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(5)４類感染症届出数 

                                           (卖位：人) 

疾  患  名 平成21年 平成22年 平成23年 

1 E型肝炎 － － － 

2 ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎含む） － － － 

3 A型肝炎 － 1 － 

4 エキノコックス症 － － － 

5 黄熱 － － － 

6 オウム病 － － － 

7 回帰熱 － － － 

8 Q熱 － － － 

9 狂犬病 － － － 

10 高病原性鳥インフルエンザ － － － 

11 コクシジオイデス症 － － － 

12 サル痘 － － － 

13 腎症候性出血熱（HFRS） － － － 

14 炭疸 － － － 

15 つつが虫病 － － － 

16 デング熱 － － － 

17 ニパウイルス感染症 － － － 

18 日本紅斑熱 － － － 

19 日本脳炎 － － － 

20 ハンタウイルス肺症候群（HPS） － － － 

21 Bウイルス症 － － － 

22 ブルセラ症 － － － 

23 発しんチフス － － － 

24 ボツリヌス症 － － － 

25 マラリア － － － 

26 野兎病 － － － 

27 ライム病 － － － 

28 リッサウイルス感染症 － － － 

29 レジオネラ症 1 1 １ 

30 レプストピラ症 － － － 

※無症状病原体保有者含む 
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 (6)５類感染症発生状況 

①全数把握対象感染症届出数 

                                    (卖位：人) 

疾  患  名                     平成 21年 平成22年 平成23年 

1 アメ－バ赤痢  4 6 6 

2 ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA型肝炎を除く） － － － 

3 急性脳炎（ウエストナイル脳炎及び日本脳炎を除く） － 1 5 

4 クリプトスポリジウム症 － － － 

5 クロイツフェルトヤコブ病 － － － 

6 劇症型溶血性レンサ球菌感染症  2 1 1 

7 

後天性免疫不全症候群  6 5 0 

 内訳－無症候性キャリア  (3) (3) － 

     AIDS  (3) (2) － 

    その他 － － － 

8 ジアルジア症 － － － 

9 髄膜炎菌性髄膜炎 － － － 

10 先天性風しん症候群 － － － 

11 梅毒 － 3 2 

12 破傷風  1 1 1 

13 バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症 － － － 

14 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 － － 2 

14－2 風しん（H20.1.1～）  7 － － 

14－3 麻しん（H20.1.1～） 10 6 4 

   

②感染症発生動向調査事業に基づく定点報告 

ア．患者定点医療機関数 

                             （卖位：機関） 

区 分 インフルエンザ 小児科 疑似症 眼科 性感染症 基 幹 

医療機関数 17 11 34 3 4 － 

   

イ．定点把握対象疾患報告数 

                                      (卖位：人) 

疾  患  名 平成21年 平成22年 平成23年 

1 ＲＳウイルス感染症 61 199 278 

2 咽頭結膜炎 129 195 529 

3 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1,001 1,811 2,110 

4 感染性胃腸炎 2,425 4,863 3,433 

5 水痘 750 908 808 

6 手足口病 329 367 1,334 
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7 伝染性紅斑 130 500 252 

8 突発性発しん 480 433 472 

9 百日咳 9 13 4 

10 ヘルパンギ－ナ 232 769 773 

11 流行性耳下腺炎 537 375 376 

12 インフルエンザ(高病原性鳥インフルエン

ザを除く) 
9,103 721 4,279 

13 急性出血性結膜炎 2 2 － 

14 流行性角結膜炎 53 71 73 

15 性器クラミジア感染症 139 113 142 

16 性器ヘルペスウイルス感染症 31 30 31 

17 尖形コンジロ－マ 6 7 10 

18 淋菌感染症 11 23 22  

19 クラミジア肺炎（オウム病を除く）    

20 細菌性髄膜炎    

21 ペニシリン耐性肺炎球菌感染症    

22 マイコプラズマ肺炎    

23 無菌性髄膜炎    

24 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症    

25 薬剤耐性アシネトバクター感染症    

26 薬剤耐性緑膿菌感染症    

※疾患１～14は、週報告対象疾患    

※疾患16～18は、月報告対象疾患 

※疾患19～26は、基幹定点報告対象疾患であり、当保健所管内には報告対象となる医療機関がないた

め、報告があがらない 

 

ウ．病原体定点医療機関及び検体提供数（平成23年度） 

区 分 インフルエンザ 小児科 眼科 基 幹 

医療機関数 2 1 － － 

検体提供数 3 27 － － 

 

 

(7)動物由来感染症発生状況 

感染症の名称及び動物の種類 平成22年 平成23年 

1 エボラ出血熱のサル － － 

2 マ－ルブルグ病のサル － － 

3 ペストのプレ－リ－ドック － － 

4 重症急性呼吸器症候群（病原体がSARSコロナウイルスである

ものに限る）のイタチアナグマ、タヌキ、ハクビシン 
－ － 

5 細菌性赤痢のサル － － 

6 ウエストナイル熱の鳥類 － － 

7 エキノコックス症の犬 － － 

※獣医師からの届出疾患 
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(8)管外での感染症発生に伴う調査状況                     

                                 (卖位：調査人、検便件) 

   区分 

 

 

 

年度 

総 

数 

管
外
で
の
感
染

症
発
生
に
伴
う

調
査
人
数 

自
主
申
告
に
よ

る
調
査
数 

検
疫
通
報
に
伴

う
接
触
者
及
び

同
行
者
調
査
数 

検
便
実
施
数 

菌陽性者数 

腸
管
出
血

性
大
腸
菌

感
染
症 

コ
レ
ラ 

細
菌
性
赤
痢 

平成21年度 4 324 － －  － － － － 

平成22年度 4 134 － －  － － － － 

平成23年度 4   9 － －  3 － － － 

 

 

(9)インフルエンザ様疾患届出状況 
 

   区分 

年度 
届出施設数 届出患者数 

措     置 

学級閉鎖数 学年閉鎖数 休 校 その他 

平成21年度 140 22,828 1,129 179 46 － 

平成22年度 166  1,046   149  13  4 － 

平成23年度 280  3,863   380  19  5 － 

 

 

(10)感染症発生に伴う個別指導状況   

                                   （卖位：延べ件数） 

            指導内容 

区分 
訪 問 面 接 電 話 

2類感染症（結核を除く） － － － 

3類感染症 15 24 195 

4類感染症 － － － 

5類感染症 － － － 

管外発生 1 3 25 

施設内発生 15 4 130 

計 31 31 350 

 

 

(11)研修会の開催状況  

月  日 主 な 内 容 

平成24年 1月 25日（水） 

 

テーマ１：「法令通知から見る院内感染対策」 

（講 師）千葉県衛生研究所 上席研究員 柴田幸治先生 

テーマ2：「院内感染対策～多剤耐性菌対策を中心に～ 」 

（講 師）千葉大学医学部附属病院  

感染症管理治療部部長 佐藤 武幸 先生 

場 所：船橋市役所 11階大会議室 

対象者：市内医療機関従事者 
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３ エイズ予防事業 

エイズ予防事業では正しい性行動を取れるように、またＨＩＶ陽性者やエイズ患者に

対する偏見をなくすために様々な機会を利用して正しい知識の普及を行っている。 

平成 20 年から、主に学校等を対象としたエイズ講習会等講師派遣事業を開始。平成

23年は、市内5校に対し講師を派遣、生徒を対象にエイズ講習会を実施した。 

また、疾患の早期発見とまん延防止を目的として、ＨＩＶ抗体検査（即日検査）を月

2回実施し、休日検査を年4回（6・9・12・2月）実施。検査日にエイズカウンセラ－に

よる相談を実施している。 

 

(1)啓発活動 

①講演会の開催 

月  日 主 な 内 容 

平成23年 7月 5日（火） 

 

学校関係者を対象とし、エイズ・性感染症に関する講演会を実施

した。 

内 容：「生きるための心の教育で自分を守ろう！！ 

    ～性教育の視点から子どもたちの性と生を守る～」  

講師：東京医療保健大学 医療保健学部 看護学科 

   准教授 渡會 睦子 先生 

場 所：船橋市役所 11階大会議室 

対象者：学校関係者 教職員等 63人参加     

 

②講習会の開催 

月  日 主 な 内 容 

平成23年 6月 29日（水） 

 

中学校に講師を派遣し、エイズ・性感染症に関する講習会を実施

した。 

内 容：「自分で守る自分の生命～正しいエイズの知識～」 

講 師：船橋地区助産師会 佐藤美保子 先生 

場 所：市立八木が谷中学校 

対象者：3年生 270人参加     

平成23年 10月 20日（木） 

 

中学校に講師を派遣し、エイズ・性感染症に関する講習会を実施

した。 

内 容：「性に関する正しい知識とエイズなどの性感染症の予防を

学ぶ」 

講 師：船橋地区助産師会 田村陽子 先生 

             市川智子 先生 

場 所：市立大穴中学校 

対象者：3年生 155人参加 

平成23年 11月 9日（水） 

 

中学校に講師を派遣し、エイズ・性感染症に関する講習会を実施

した。 

内 容：「性感染症とエイズ」 

講 師：船橋地区助産師会 栗島寿恵 先生 
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場 所：市立御滝中学校 

対象者：3年生 189人参加 

平成23年 12月 5日（月） 

 

中学校に講師を派遣し、エイズ・性感染症に関する講習会を実施

した。 

内 容：「自分で守る自分の生命～正しいエイズの知識～」 

講 師：船橋地区助産師会 市川智子 先生 

場 所：市立三田中学校 

対象者：3年生 179人参加 

平成23年 12月 8日(木) 

 

高等学校に講師を派遣し、エイズ・性感染症に関する講演会を実

施した。 

内 容：「性感染症について」 

     講師：エイズカウンセラー 石川雅子 先生 

場 所：市立船橋高等学校 

対象者：1年生・教職員 436人参加 

 

③市立船橋高等学校学園祭（α祭）における啓発活動 

月  日 主 な 内 容 

平成23年 9月 22日（木） 

 

平成23年 9月 23日（金） 

 

内 容：エイズの基礎知識に関するパネルの展示、ビデオ上映、 

クイズラリ－、パンフレットの配布。 

養護教諭、保健委員会の生徒と共同で啓発活動を行った。 

場 所：市立船橋高等学校 理数講義室 

対象者：校内学生・教員  両日で約259人参加 

 

④世界エイズデ－に伴う啓発活動 

月  日 主 な 内 容 

平成23年 11月 1日（火） 

～12月 5日（月） 

 

平成23年度世界エイズデ－に伴うエイズ予防に関する普及・啓発

事業の一環として広報及びＨＩＶ検査の啓発活動を実施。 

・広報ふなばし（12 月 1 日号） 

・ホームページ（11 月 1 日～12 月 5 日） 

・ビル電光掲示板（11 月 20 日～12 月 3 日） 

・市役所本庁舎内モニター（11 月 16 日～11 月 30 日） 

平成23年 11月 28日（月） 

～12月 9日（金） 

内容：パネル展・パンフレットの配布 

エイズ啓発パネルの展示、パンフレットの配布を通じ市民への正

しい知識の啓発活動を行った。   

場所：市役所1階 

平成23年 12月 1日（木） 

 

内容：庁舎内キャンペーン 

エイズ啓発パネル展の周辺で啓発用ティッシュ、パンフレット、

ボールペンなどの配布を行った。   

場所：市役所1階 
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平成23年 12月 1日（木） 

 

内容：街頭キャンペーン 

エイズ啓発用ティッシュ、ボールペン、コンドームなどの配布を

行った。   

場所：ＪＲ船橋駅单口  

 

⑤所内におけるパンフレット等の配布 

月  日 主 な 内 容 

通年 

 

保健所3階及び4階ロビ－ 

エイズ相談・ＨＩＶ抗体検査日程表他パンフレット配布 

平成24年 1月 9日（月） ・成人式  新成人にエイズ予防に関するポケットティッシュの

配布 

      （約3,200部） 

 

(2)検査事業 

①ＨＩＶ抗体検査        

                                     （卖位：件） 

             区分 

年度 
回数 検査人数（男） 検査人数（女） 合 計 

平成21年度 
ＨＩＶ抗体検査 23 373(0) 264(1) 637(1) 

休日検査（再） 3 102 69 171 

平成22年度 
ＨＩＶ抗体検査 24 403(2) 255(0) 658(2) 

休日検査（再） 4 146 62 208 

平成23年度 
ＨＩＶ抗体検査 23 453(0) 252(0) 705(0) 

休日検査（再） 4 159 76 235 

※（ ）内は要医療で再掲 ※6月抗体検査普及週間、12月世界エイズデ－のイベント検査として実施 

 

②梅毒･クラミジア抗体検査 

                                   （卖位：件） 

                   区分 

年度 
男 性 女 性 合 計 

平成21年度 
梅毒抗体検査数 204(0) 147(0) 351(0) 

クラミジア抗体検査数 198(39) 139(28) 337(67) 

平成22年度 
梅毒抗体検査数 262(3) 187(0) 449(3) 

クラミジア抗体検査数 254(18) 175(25) 429(43) 

平成23年度 
梅毒抗体検査数 353(1) 219(1) 572(2) 

クラミジア抗体検査数 339(67) 197(47) 536(114) 

※（ ）内は抗体検査で陽性反応のあった者。要医療かは検査の性質上不明。 
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(3)相談事業                                

①相談者の区分（実数） 

ア．年次推移 

                            （卖位：件） 

   区分 

年度 

男 性 女 性 合 計 

来所 電話 来所 電話 来所 電話 

平成21年度 33 10 26  7 59 17 

平成22年度 37 11 33  3 70 14 

平成23年度 44 23 39 13 83 36 

 

イ．平成２３年度相談者の区分内訳（実数） 

                                   （卖位：件） 

             区分 

相談者 

男 性 女 性 合 計 

来所 電話 来所 電話 来所 電話 

同性間性行為による感染を心配する者  1 5 1   － 2 5 

異性間性行為による感染を心配する者 14 4 14 7 28 11 

その他の性行為による感染を心配する者 6 3 3   － 9 3 

輸血による感染を心配する者 1   －   －   － 1   － 

家族、友人の感染を心配する者 －   － 1 1 1 1 

母子感染を心配する者   －   －   －   －   －   － 

医療機関内感染を心配する者 2 1 1   － 3 1 

日常生活での感染を心配する者 2 1 1   － 3 1 

一般的なエイズに関する知識、情報を求

める者 
10   － 12   － 22   － 

その他 8    9 6 5 14 14 

合       計 44 23 39 13 83 36 

カウンセラ－による相談（再掲） 31 － 27 － 58 － 

 

②相談内容（延べ数）                           

ア．年次推移 

                                   （卖位：件） 

      区分 

年度 

男 性 女 性 合 計 

来所 電話 来所 電話 来所 電話 

平成21年度  58 17  53 13 111 30 

平成22年度  66 19  50  4 116 23 

平成23年度  72 40  70  21 142 61 
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イ．平成２３年度相談内容の内訳（延べ数）   

(卖位：件) 

           区分 

相談内容 

男 性 女 性 合 計 

来所 電話 来所 電話 来所 電話 

エイズウイルス・疫学に関すること 3 2 1   － 4 2 

患者・感染者の発生状況に関すること 3   － 1   － 4   － 

症状・発生機序に関すること 10 3 7 2 17 5 

検査に関すること 13 9 16 5 29 14 

診断（方法）・治療に関すること 4 6 8 4 12 10 

感染経路に関すること 15 3 12 1 27 4 

社会の差別や偏見に関すること 1 －   － 1 1 1 

行政のエイズ対策に関すること 1   －   －   －  1   － 

感染症予防法、施策等に関すること 2   － 4   －  6   － 

その他 20 17 21 8 41 25 

合       計 72 40 70 21 142 61 

カウンセラ－による相談（再掲） 72 － 52 － 124 － 

 

 

４ 肝炎ウイルス検査事業 

肝炎ウイルスに感染リスクを有する者、受診機会のない市民を対象に肝炎ウイルス検

査を実施し、潜在している感染者の早期発見に努めている。陽性者は早期治療へつなが

るよう医療機関へ紹介している。また肝炎、フィブリノゲン製剤等に関する相談業務も

実施している。 

 

(1)検査事業（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査）平成23年度 

（卖位:件） 

      区分 

項目 
男性 女性 合計 

検査数 15 36 51 

Ｂ型陽性者     －   1  1 

Ｃ型陽性者     －   1  1 

 

 

(2)相談事業 

①相談数(実数) 

                             （卖位:件） 

年  度 件  数（実数） 

平成21年度         5 

平成22年度 7 

平成23年度                 8 
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②相談内容（延べ数） 

ア．患者からの問い合わせ 

                                    （卖位:件） 

イ．医療機関からの問い合わせ  

                                   （卖位:件） 

５ 肝炎治療特別促進事業 

Ｂ型及びＣ型肝炎患者のインタ－フェロン治療及び核酸アナログ製剤治療にかかる医

療費を助成することにより、将来の肝硬変・肝がんの予防及び肝炎の感染防止、ひいて

は県民の健康の保持・増進を図ることを目的として申請を受付けている。H22.4 月から

助成対象が拡大し、B 型肝炎の核酸アナログ製剤と医学的に再治療が有効と認められる

一定条件を満たす場合は、インターフェロン治療の２回目助成が可能となった。 
 

肝炎治療受給者証申請状況           （卖位:件） 

区分 

年度 
申請件数 認定者数 

平成21年度  92  92 

平成22年度 181 177 

平成23年度 165 164 

内          容 件数(延べ数) 

1 医療機関がリストに掲載されているか － 

2 過去に出産や手術等をしたが大丈夫か － 

3 投与の事実の確認、カルテの開示 1 

4 輸血を受けたが大丈夫か（フィブリノゲン製剤の投与なし） － 

5 肝炎検査は必要か。どこで受けられるか 1 

6 肝炎検査の費用について 1 

7 Ｃ型肝炎の症状は、治療法は － 

8 肝炎の治療費、医療費助成 － 

9 母子感染、家庭間感染について － 

10 国の責任、補償措置（訴訟関係を含む） 2 

11 フィブリノゲン製剤は何に使用されたか － 

12 感染の原因を知りたい（フィブリノゲンの投与以外） － 

13 その他 4 

14 原告団、弁護団を知りたい － 

15 救済手続きは。認定には 2 

合     計 11 

内     容 件 数 

 1 患者への対応の仕方について － 

 2 医療機関名の公表 － 

 3 その他 － 

合     計 － 
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６ 難病療養相談支援事業 

(1)特定疾患治療研究事業                                      

千葉県特定疾患治療研究事業の窓口業務・事務を行い、対象者の医療費の軽減を図

っている。 

（卖位：件） 

対 象 疾 患 名 

平成21 

年度 

平成22 

年度 

平成23度 

（平成24年3月31日現在） 

受給者 受給者 受給者 軽快者 

重  症 

認定者 

(再掲) 

特別介

護手当

受給者 

総     数 3,054 3,263 3,476 270 461 50 

１ ベーチェット病 79 82 87 6 10 3 

２ 多発性硬化症 75 83 89 ･ 20 2 

３ 重症筋無力症 76 75 74 8 2 - 

４ 全身性エリテマトーデス 274 280 287 14 9 - 

５ スモン 3 5 5 ･ 5 - 

６ 再生不良性貧血 40 45 46 9 1 - 

７ サルコイドーシス 71 82 86 23 6 - 

８ 筋委縮性側索硬化症 38 34 38 ･ 23 2 

９ 強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎 158 168 184 6 6 - 

10 特発性血小板減尐性紫斑病  111 111 114 69 2 1 

11 結節性動脈周囲炎 32 40 39 1 3 - 

12 潰瘍性大腸炎 572 626 685 65 1 - 

13 大動脈炎症候群 23 24 24 1 3 - 

14 ビュルガー病 30 31 31 4 1 - 

15 天疱瘡 14 17 21 - - - 

16 脊髄小脳変性症 95 100 102 ･ 51 8 

17 クローン病 159 168 180 7 4 - 

18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 - 1 - ･ - - 

19 悪性関節リウマチ 30 31 28 - 11 3 

20 
パーキンソン病関連疾患（進行性核上

性麻痺・大脳皮質基底核変性症） 
464 490 528 ･ 120 14 

21 アミロイドーシス 6 5 6 ･ 1 - 

22 後縦靭帯骨化症 124 122 128 30 22 3 

23 ハンチントン舞踏病 2 1 1 ･ 1 - 

24 ウイリス動脈輪閉塞症 50 47 45 8 7 - 

25 ウェゲナー肉芽腫症 5 3 6 - - - 

26 特発性拡張型（うっ血）心筋症 58 55 59 ･ 6 - 

27 
多系統委縮(線条体黒質変性症・ｵﾘｰﾌﾞ

橋小脳委縮症、ｼｬｲ･ﾄﾞﾚｰｶﾞｰ症候群) 
40 45 45 ･ 24 2 

28 表皮水泡症 - 1 1 - - - 

29 膿疱性乾癬 4 5 6 - - - 

30 広範脊柱管狭窄 12 12 17 2 4 - 

31 原発性胆汁性肝硬変 63 65 69 ･ 1 - 

32 重症急性膵炎 3 9 6 ･ 6 - 

33 特発性大腿骨頭壊死症 55 56 54 13 - - 

34 混合性結合組織病 40 40 45 1 - - 
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（卖位：件） 

対 象 疾 患 名 

平成21 

年度 

平成22 

年度 

平成23年度 

（平成24年3月31日現在） 

受給者 受給者 受給者 軽快者 

重  症 

認定者 

(再掲) 

特別介

護手当

受給者 

35 原発性免疫不全症候群 6 5 8 ・ - - 

36 特発性間質性肺炎 27 31 34 2 1 - 

37 網膜色素変性症 152 159 159 ・ 90 11 

38 プリオン病 3 2 3 ・ 3 - 

39 原発性肺高血圧症 2 4 4 ・ - - 

40 神経線維腫症 10 11 14 ・ 1 - 

41 亜急性硬化性全脳炎 - - - ・ - - 

42 バッド・キアリ症候群 - - - - - - 

43 特発性慢性肺血栓閉栓症 4 6 9 ・ 3 - 

44 ライソゾーム病（ファブリー病） 2 2 2 ・ - - 

45 副腎白質ジストロフィー 1 1 1 ・ 1 1 

46 家族性高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症（ﾎﾓ接合体） 0 - - ・ - - 

47 脊髄性筋委縮症 2 4 5 ・ 4 - 

48 球脊髄性筋委縮症 2 2 2 ・ - - 

49 慢性炎症性脱髄性多発神経炎 4 5 8 - - - 

50 肥大型心筋症 3 7 10 - 6 - 

51 拘束型心筋症 - - - - - - 

52 ミトコンドリア病 2 4 5 - 1 - 

53 リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ) 1 1 1 ・ - - 

54 重症多形滲出性紅斑（急性期） - 1 - ・ - - 

55 黄色靭帯骨化症 - 4 6 - 1 - 

56-1 間脳下垂体機能障害(PRL分泌異常症) 1 5 4 1 - - 

56-2 
間脳下垂体機能障害（ｺﾞﾅﾄﾞﾄﾛﾋﾟﾝ分泌

異常症） 
2 2 1 - - - 

56-3 間脳下垂体機能障害（ADH分泌異常症） 2 5 7 - - - 

56-4 
間脳下垂体機能障害（下垂体性 TSH 分

泌異常症） 
- - - - - - 

56-5 間脳下垂体機能障害（ｸｯｼﾝｸﾞ病） - - 3 - - - 

56-6 間脳下垂体機能障害（先端巨大症） 10 15 18 - - - 

56-7 
間脳下垂体機能障害（下垂体機能低下

症） 
12 28 36 - - - 
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(2)難病相談事業 

①在宅療養支援計画策定・評価事業 

                                                      （卖位：人） 

区分 

年度 

支援計画策定 

実施件数 

支援計画評価 

実施件数 

構 成 員 延 べ 人 員 

医師 保健師 看護師 ｹｱﾏﾈ－ｼ゙ ｬ－ その他 

平成21年度 1 1 － 1 － 1  － 

平成22年度 5 5 2 7 7 5 11 

平成23年度 6 6 1 5 8 5 30 

 

②訪問相談員派遣事業 

 （卖位：件） 

  区分 

年度 

訪問相談 

実施回数 

訪 問 相 談 従 事 者  延 人 員 

保健師 看護師 介護福祉士 栄養士 歯科衛生士 

平成21年度 279 27 115 97 7 33 

平成22年度 244 24 106 77 0 37 

平成23年度 233 26 100 84 0 23 

 

 

③講演会・医療相談事業 

実施時期 実施会場 対象疾患・参加人数 実  施  内  容 

H23.10.13 

船橋駅前総合窓口

センター 

相談室５ 

神経難病患者及び家族 

計6組 
神経内科医等による個別相談 

H23.11.8 
船橋市役所11階 

大会議室 

脊髄小脳変性症・ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病

関連疾患・多系統萎縮症患者

及び家族、関係者 計83人 

第 1部:交流会 

第 2部:医師講演｢神経難病リハビリ

テーション｣ 

H23.12.20 
船橋市役所11階 

大会議室 

ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病関連疾患患者及び

家族、関係者  計 109人 

第 1部:交流会 

第 2部：医師講演｢ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病の最新

医療について｣ 

H24.1.16 
船橋市役所 11階 

大会議室 

網膜色素変性症患者及び家

族、関係者 計84名 

第 1部:医師講演｢網膜色素変性症に

ついて｣ 

第 2部:交流会 
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④訪問相談員育成事業 

実施時期 対象者 延人員 実  施  内  容 

H24.3.5 

訪問相談員 

（保健師、看護師、介護福祉士、

歯科衛生士） 

8名 講義及び事例検討会 

 

 

⑤保健所保健師活動状況  

                                     （卖位：件） 

 

 

(3)先天性血液凝固因子障害等治療研究費受給者状況 

           （卖位：件） 

年 度 件 数 

平成21年度   8 

平成22年度  11 

平成23年度  11 

 

 

７ 原子爆弾被爆者援護事業 

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に基づき、原子爆弾被爆者への手帳の交付

や、健康の保持・生活の維持のための各種手当の申請を受け付けた。 

 

(1)被爆者健康手帳交付状況 

               （各年3月31日現在 卖位：人） 

   区分 

年度 

前年度末 

手帳交付数 
新 規 転 入 転 出 死 亡 

本年度末 

手帳交付数 

平成21年度 316(6) - 5 5 5 311(6) 

平成22年度 311(6) 1 4 5 7 304(7) 

平成23年度 304(7) - 1 5 7 293(7) 

(注) （ ）内は被爆者健康診断受診者証交付数 

区分 

年度 

家庭訪問 窓口相談 電話相談 

実 数 延べ件数 実 数 延べ件数 実 数 延べ件数 

平成21年度 17 21  9  9  61  68 

平成22年度 53 84 25 35 203 339 

平成23年度 67 97 46 64 219 355 
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  (2)被爆者健康診断実施状況  

                             （各年3月31日現在 卖位：人） 

  区分 

年度 
施 設 対象者数 受診者数 受診率(%) 要精検者数 

平成21年度 
保健所 

前期 311 21 6.8  1 

後期 308 23 7.5  4 

委託医療機関 - 65 - 56 

平成22年度 
保健所 

前期 306 17 5.6  4 

後期 302 20 6.6  1 

委託医療機関 - 62 - 56 

平成23年度 
保健所 

前期 299 23 7.7  2 

後期 289 21 7.2  2 

委託医療機関 - 61 - 57 

 

 

(3)特別措置法に基づく各種手当の支給状況 

①特別措置法に基づく各種手当の支給状況  

    （各年3月31日現在 卖位：件） 

年度 

区分 
平成21年度 平成22年度 平成23年度 

医 療 特 別 手 当   5   6   6 

特 別 手 当   1   1   1 

原子爆弾小頭症手当 － － - 

健 康 管 理 手 当 230 224 216 

保 健 手 当  13  14  13 

総 数 249 245 236 

介 護 手 当   1 － - 

健 康 手 当 236 231 223 

葬 祭 料   5   7   7 

  (注) 健康手当は県卖独事業であり、総数に含まず 
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８ 女性のための健康支援事業 

  女性特有の心身の悩みについて、気軽に相談できるよう女性医師による「女性のため

の健康相談」を原則隔月１回開設した。また、専用電話で常時相談に応じた。 

 

(1)健康相談  

                                  （卖位：人） 

年 度 来 所 電 話 

平成21年度 4 12 

平成22年度 2 14 

平成23年度 4 37 

 

 

(2)相談内訳 平成 23年度 

                                   （卖位：人） 

内 容 来 所 電 話 

不妊・妊娠 2  6 

更 年 期 -  4 

精 神 科 -  5 

思 春 期 -  1 

そ の 他 2 21 
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９ 精神保健福祉事業 

(1)相談状況 

   精神保健福祉法第４７条の規定に基づき、市長が指定した精神科医師（相談医）、精

神保健福祉士、保健師等により精神保健福祉に関する相談・訪問指導業務を実施した。 

○精神科医師による相談 

毎月４回 

○精神保健福祉士・保健師による相談 

電話・来所相談を随時実施 

○精神保健福祉士・保健師による訪問 

受診勧奨、受療援助、生活指導等を目的として実施し、必要に応じて相談医が同行した。 

 

         精神保健福祉相談・訪問指導件数 （卖位:件）                                                

      区 分 

年 度 
実数 

性別内訳 
延べ数 

男 女 

平成21年度 299 146 153 650 

平成22年度 347 204 143 835 

平成23年度 274 148 126 840 

 

  【内 訳】 

    ア．平成23年度男女別年齢別相談・訪問指導件数 

                （卖位:件） 

区分 実数 男 女 延べ数 男 女 

年   齢 

20歳

未満 

20～

39歳 

40～

64歳 

65歳

以上 
不明 

相談 154 89 65 225 134 91 14 87 99 24 1 

訪問 120 59 61 615 357 258 3 105 418 89 0 

計 274 148 126 840 491 349 17 192 517 113 1 
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イ．平成23年度相談・訪問指導実施状況（相談の種別） 

                                          （卖位:件） 

区 

 

 

分 

総 

 

 

数 

相 談 の 種 別 主 た る 問 題 

診
察
に
関
す
る
こ
と 

社
会
復
帰 

生
活
支
援 

手
帳
・
自
立
支
援
医
療 

そ
の
他
の
相
談 

精
神
疾
患 

ア
ル
コ
ー
ル 

覚
醒
剤 

そ
の
他
の
中
毒 

心
の
健
康
相
談 

思
春
期
の
相
談 

老
年
期
の
相
談 

（再掲） そ
の
他
の
相
談 

引
き
こ
も
り
の
相
談 

自
殺
関
連 

犯
罪
被
害 

相

談 

男 134 48 6 19 7 54 60 4 0 0 42 5 1 (7) (1) (0) 22 

女 91 31 0 12 6 42 42 0 0 0 23 1 0 (3) (0) (0) 23 

計 225 79 6 31 13 96 102 4 0 0 65 6 1 (10) (1) (0) 47 

訪

問 

男 357 51 29 220 1 56 305 8 6 1 14 0 0 (3) (1) (0) 23 

女 258 38 9 175 1 35 229 0 0 0 9 0 1 (1) (0) (0) 19 

計 615 89 38 395 2 91 534 8 6 1 23 0 1 (4) (1) (0) 42 

合計 840 168 44 426 15 187 636 12 6 1 88 6 2 (14) (2) (0) 89 

 

ウ．平成23年度相談・訪問指導実施状況（援助の内容別） 

         (卖位:件) 

区 分 総 数 
医学的

指 導 

受 療

援 助 

生 活

指 導 

社会復

帰援助 

紹 介

連 絡 

方 針

協 議 
その他 

相 談 225 42 0  10 2 47  51  73 

訪 問 615  1 43 322 27 12 92  118 

計 840 43 43 332 29 59 143 191 

 

エ．平成23年度電話相談件数 

                              （卖位:件） 

区 分 精神保健福祉相談 
その他の相談 

（自立支援医療、手帳等） 

男 722 

自立支援医療 7,181 

手  帳   1,390 
女 699 

不明  16 

合計 1,437 8,571 
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(2)精神科医療等 

①医療保護入院に伴う市長の保護者同意状況 

    精神保健福祉法第３３条第１項の規定による「医療保護入院」が必要であると認

められた精神障害者に保護者がいないとき、又は保護者がその義務を行うことがで

きないときは、同法第２１条の規定により市長が保護者となり、医療保護入院に同

意した。 

 

医療保護入院に伴う市長の保護者同意件数   (卖位:件) 

     区 分 

年 度 
依  頼 同  意 取下げ・却下 

平成21年度 28 28 － 

平成22年度 23 23 － 

平成23年度 17 17 － 

 

②法２７条の規定による精神保健指定医の診察等に係る申請・通報・届出状況 

一般人の申請（精神保健福祉法第２３条）、警察官の通報（同法第２４条）、精神

科病院管理者の届出（同法第２６条の２）並びに医療観察法指定通院医療機関の管

理者及び保護観察所の長の通報（同法第２６条の３）があった場合は、千葉県習志

野保健所に連絡・報告し、必要に応じて県保健所職員に同行した。 

 

      法２７条の規定による精神保健指定医の診察等に係る申請・通報・届出状況  (卖位:件) 

   区 分 

 

 

年 度 

一般人 

(23条) 

警察官 

の通報 

(24条) 

警察官の通報内訳 精神科病 

院管理者 

の届出 

(26条の2) 

医療観察法指 

定通院医療機 

関の管理者等 

(26条の3) 

船橋警 

察  署 

船橋東 

警察署 

平成21年度 1 82 41 41 0 0 

平成22年度 1 89 26 63 0 0 

平成23年度 0 124 35 89 0 0 
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③入退院届出等の状況 

    管内にある４つの精神科病院から入退院（任意入院を除く。）の届出等を受け、県

へ提出した。 

                     

入退院届出等の状況            (卖位:件) 

  区分 

 

 

 

年度 

医療保護入院届 応急入院届 
医療保護

入院者の

退 院 届 

措置症 

状消退 

届 

措置入院

定期病状

報 告 書 

医療保護

入院定期

病状報告

書 

保護者同意 扶養義務者同意 
指定 

医 

特定

医師 指定 

医 

特定

医師 

指定 

医 

特定

医師 

平成21年度 574 1 180 4 2 0 627 25 19 477 

平成22年度 571 1 173 1 0 0 591 20 15 489 

平成23年度 595 0 180 0 4 0 652 28 20 487 

※ 平成19年度から管内4病院のうち1病院が応急指定及び特定病院の認定を受けた。 

 

④自立支援医療（精神通院）受給状況 

平成18年4月1日から精神保健福祉法に基づく通院医療費公費負担制度が廃止さ

れ、新たに障害者自立支援法第５２条の規定に基づく自立支援医療制度が開始とな

った。 

 

         自立支援医療受給者数  (卖位:人) 

年  度 受給者数 

平成21年度 5,418 

平成22年度 6,019 

平成23年度 6,215 

 

 

(3)精神障害者保健福祉手帳の交付状況 

精神保健福祉法第４５条の規定に基づき、精神障害者保健福祉手帳の申請受理・交付

事務を行った。 

 

障害者手帳申請所持者数       （卖位:人） 

     区 分 

年 度 
総 数 １級 ２級 ３級 

平成21年度 1,977 286 1,228 463 

平成22年度 2,239 345 1,375 519 

平成23年度 2,520 382 1,570 568 
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(4)市長による成年後見人申し立て及び成年後見制度利用支援 

成年後見人が必要にもかかわらず、身寄りがないなどの理由により成年後見人の申

し立てができない精神障害者に対して、市長が家庭裁判所に成年後見開始の申し立て

を行った。また、申し立て費用や後見人に報酬を支払うことが困難な者に、費用の一

部を助成した。 

 

市長による成年後見人申し立て件数   (卖位:件) 

年  度 申  立 審  判 報酬助成 

平成21年度 0 0 － 

平成22年度 5 3 － 

平成23年度 1 3 １ 

 

 

(5)精神障害者の社会復帰支援事業 

   回復途上の精神障害者の社会復帰の促進及び地域における自立と社会参加の促進を

図り、社会生活への適応力を高めることを目的としてデイケアクラブを実施した。 

 

デイケアクラブの活動状況          （卖位:人）                         

     区 分 

 

年 度 

開催回数 

参   加   者 

実 人 数 延 人 数 

男 女 計 男 女 計 

平成21年度 40 17 9 26 271 72 343 

平成22年度 39 17 8 25 281 35 316 

平成23年度 43 16 9 25 285 52 337 

 

活 動 内 容 

月 プ ロ グ ラ ム 内 容 

4 ゲーム、作品作り(ステンシルタオル)、船橋市内散策 

5 作品袋詰め、心のふれあいフェスティバル見学、話し合い、ペタンク 

6 料理、塗り絵、スポーツ、話し合い 

7 ユニカール、暑中見舞葉書作り、映画鑑賞、話し合い 

8 フェア用作品作り、卓球、話し合い 

9 ボーリング、料理、勉強会（SST）、話し合い 

10 上野動物園、心の健康フェア用作品作り、同出店準備、 

11 心の健康フェア、料理、ペタンク、話し合い 

12 年賀状作り、東葛ブロック交流会、忘年会 

1 昔遊び（カルタ・はねつき・コマまわし）、話し合い、こころの広場交流会 

2 勉強会（SST）、コラージュ、ユニカ－ル、話し合い 

3 バスハイク（筑波宇宙センター・明治ミルク館見学）ゲーム、話し合い 
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(6)普及啓発事業 

   精神障害者に対する偏見、差別の解消のため、正しい知識の普及啓発を目的に講演

会を実施した。 

  

①普及啓発講演会 

年 度 回数 受講者数 内  容 

平成21年度 1 40 演題「精神障害者の地域での生活を考える」 

平成22年度 1 75 演題「家庭、職場でのうつ病の理解とサポート」 

平成23年度 1 66 
演題「地域における気分障害を抱える方への支援

と自殺予防について」 

 

②家族教室                                

年 度 回数 受講者数 内    容 

平成21年度 1 41 
講演「うつ病を理解する～ご存知ですか？現代の

うつ病事情～」 

平成22年度 － －  ※震災のため中止 

平成23年度 １ 53 講演「うつについての理解 ～家族の援助～ 」 

 

 

(7)社会復帰施設の利用状況 

   障害者自立支援法附則第48条の規定に基づく精神障害者社会復帰施設（市内1施設）

より、入退所報告を受けた。 

   精神障害者社会復帰施設は平成 24 年度までに障害者自立支援法に基づく施設へ移

行することとなっており、本施設は平成24年 4月より宿泊型自立訓練施設へと移行す

ることとなったため、本報告は平成23年度をもって終了となる。 

            （卖位:人） 

年 度 入所者数 退所者数 

平成21年度 11 6 

平成22年度 7 8 

平成23年度 12 10 
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(8)生計同一証明書の発行状況 

   精神障害者と生計を一にする者が自動車税等の減免を受けるために要する生計同一

証明書を発行した。 

             （卖位:件） 

年 度 発行数 

平成21年度 19 

平成22年度 14 

平成23年度 13 

 

(9)船橋市地域活動支援センタ－ 

障害者自立支援法第5条第21項の規定に基づき設置し、相談支援事業、地域生活支

援事業等を実施した。 

     ○所在地：本町3－6－3   

    ○指定管理者：ＮＰＯ法人 船橋こころの福祉協会 

     ○内容：週間プログラム（生産的活動、創作的活動、パソコン教室、料理、スポ－ツ）、 

        フリ－スペ－ス、電話相談、来所相談、指定相談支援事業、 

    ○平成23年度実績 

・電話相談                     3,787件 

・来所相談                       410件 

・通所者延人数（日常生活支援事業対象者）    5,692人 

・指定相談支援事業利用者数             12人 

 

(10)船橋市精神保健福祉推進協議会 

     医師会、医療機関、家族会、福祉関係学識経験者を委嘱して、精神障害回復者が社

会復帰するために必要な福祉施策を推進し、市民の精神保健の増進を図るための事業

を実施した。 

 

○開催回数    委員会1回 幹事会4回 

○実施事業 

①第16回精神保健福祉ボランティア養成講座 

開催期間：平成23年 10月 5日～11月 22日（9回講座） 

内  容：講義、当事者・家族の話、見学実習等 

受 講 者：22人 

 

②第4回スポーツ交流大会（ソフトバレーボール） 

開 催 日：平成23年 9月28日 

場  所：総武病院体育館 

内  容：ソフトバレーボール試合、ボールリレーでの交流 

参 加 者：84人 
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③第22回こころの広場交流会 

開 催 日：平成24年 1月25日  

場  所：二和公民館 

内  容：演芸発表、作品展示等 

参 加 者：275人 

 

④第13回心の健康セミナ－ 

開 催 日：平成24年 2月23日 

場  所：フェイスきららホ－ル 

内  容：演題「震災後の陸前高田市でのこころのケアの体験から」 

～巡回型こころのデイケアと船橋市への提案～ 

参 加 者：148人 

 

⑤冊子「市民のためのこころの健康・No.24」刊行 

発行年月日：平成24年 2月 23日 

発 行 部 数： 6,000部 

 

 

 

 

 

 

                                


